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受信機のGainは気温が下がると大きくなるので、天体の正確な Flux Densityを求める為には正確なGain補
正システムが必要になる。那須パルサー観測所の 20m鏡の受信機 Gainの補正は 2005年に新沼によって行われ
た。これをトラッキング可能な 30m鏡にも導入した。
本システムはホーンと初段の増幅器の直前に同軸スイッチを入れ、Skyと終端抵抗を指定した時刻で切り替え

る装置である。また周辺の温度も常時モニターしており、ほぼ同時刻における終端抵抗の出力とホーンからの出
力、さらにはその時刻における絶対温度が得られる。これからその時刻でのGainが求まる。これを内挿し、天体
通過時のGainが求められる。
変動の見られないCygnusAを観測した結果、導入前は変動幅が約 30% であったのに対し、導入後は約 20% の

変動にまで改善された。その他の那須パルサー観測所で観測可能な変動の少ない天体に関して補正した結果も併
せて報告する。


